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平成２３年度 第３回教育研究評議会議事録    

    

日 時 平成２３年６月１５日（水）１４時３０分～１７時３０分 

場 所 事務局大会議室・工学部大会議室（テレビ会議） 

出席者 伊東、石井、碓氷、柳澤、山﨑、浅利、舩橋、杉山、佐藤、寺村、今野、

梅澤、國宗、塩川、荒川、酒井、西原、増田、青山、塩尻、東郷、佐古、

竹内、鈴木、澤田、永津、渡邊尚、田中、三村、村井の各評議員 

欠席者 渡邉修、加藤の各評議員 

陪席者 大戸、塩田の各監事 

中村、太田、佐藤の各学長補佐 

 

ⅠⅠⅠⅠ    議事録の承認について議事録の承認について議事録の承認について議事録の承認について    

  平成２３年度第２回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    審議事項審議事項審議事項審議事項    

１ 静岡大学大学院学生の学部授業受講に関する申合せについて 

  石井委員から、本学大学院学生学部の授業受講に関する申合せについて、

資料１により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

２ カリキュラム改革について 

  石井委員から、平成２３年２月本会議で提案したカリキュラム改革につい

て、資料２により追加説明があった。 

続いて種々意見交換が行われ、一旦部局で検討願った上で、次回本会議で

継続審議することとした。 

  なお、委員から、語学教育のあり方や担い手の確保についても議論すべき

であり、人件費削減の方法等の見直しも必要ではないか等の発言があった。 

 

３ 静岡、浜松キャンパスにおける研究組織の研究分野について 

  碓氷委員から、静岡、浜松キャンパスにおける研究組織の研究分野につい

て、資料３により説明があった。 

続いて種々意見交換が行われ、一旦部局で検討願った上で、次回本会議で

さらに審議することとした。 

  なお、委員から、①「環境エネルギー」の分野は、浜松キャンパスの方が

社会に見えやすい研究が多く、静岡キャンパスを全体の拠点とすることは実

態に則していない。②工学部・工学研究科や電子工学研究所、創造科学技術

大学院の改組等が密接に関係しており、教育研究組織の全体像が分かりにく

い等の意見があった。 

 

 



 - 2 - 

 

４ 平成２２事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

  浅利委員から、平成２２事業年度に係る業務の実績に関する報告書につい

て、資料４により説明があり、審議の結果、最終的な文言の修正は議長に一

任することとしたほか原案どおり承認した。 

  なお、議長から、本報告書は、６月の経営協議会の議を経て、６月末日ま

でに文部科学省に提出することとしている旨発言があった。 
 

ⅢⅢⅢⅢ    報告事項報告事項報告事項報告事項    

 １ 企画戦略会議報告 

 議長から、第３回企画戦略会議（H23.6.1）について、資料５により報告

があった。 

 

 ２ あかつき寮の改修について 

   議長から、あかつき寮の改修について、平成２３年度施設設備費補助金に

よる耐震改修とあわせ、今年度の剰余見込額を充当して、内部改修を行うこ

ととした旨資料６により報告があった。 

 

 ３ 静岡大学と財団法人静岡市文化振興財団との覚書の締結について 

   柳澤委員から、財団法人静岡市文化振興財団と覚書を締結した旨、資料７

により報告があった。 

 

 ４ 平成２３年度科研費（補助金分、基金分）の交付内定について 

   学術情報部長から、「基盤研究Ｓ」の交付内定に伴う平成２３年度科学研

究費補助金の採択状況等について、資料８により報告があった。 

 

 ５ グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015 について 

   財務施設部長から、グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015に

ついて、資料９・１０により報告があり、併せて、エネルギー使用量削減に

ついて協力依頼があった。 

 

 ６ 教員採用等報告について 

   議長から、資料１１により、人文学部１件の教員採用の報告があった。 

 

ⅣⅣⅣⅣ    その他その他その他その他    

 １ 静岡大学特別奨学給付金制度について 

   議長から、静岡大学特別奨学給付金制度の財源となる寄附金の状況につい

て、約６５０万円の申出があったこと及び奨学金の支給時期については、７

月中旬になることの報告並びに協力に対する謝辞があった。 
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 ２ その他 

   佐藤委員から、人文学部内で防災マニュアルの抜本的な見直しを検討して 

いるが、全学的取組みが不可欠なことから、全学的な防災マニュアル等の見 

直しについて検討願いたいとの発言があった。 

 

 

                            以 上 


